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いる。特に、教育を支援する LMS（Learning Management System）は多くの商用システムが開
発販売され、e-learning の普及とともに教育の基盤システムとして導入が進行し授業を遂行する
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用管理においても、システム品質の評価や要望管理を行っていく必要がある。
ソフトウェア品質に関する規格は ISO/IEC 9126-1[1]、国内では JIS規格として JIS X 0129-1
[2]が制定され、その後、新たな規格策定プロジェクト SQuaRE（Software product Quality
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[2] JIS X 0129-1 (2003)jソフトウェア製品の品質―第部：品質モデルl，財団法人 日本規格協会．
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